
(57)【要約】

【課題】

　本発明は、プラズマ・チャンバから構成された直線プ

ラズマ放電開口部（９，２７，２８，３０）及びこの直

線プラズマ放電開口部の領域内に多重極磁場装置を有す

るＥＣＲプラズマ源に関する。少なくとも２つの個々の

分波器（３，４）が、中心にある分波器として存在する

。これらの分波器（３，４）はそれぞれ、部分プラズマ

・チャンバ（１，２，２１，２２，３２，２３）内に配

置されている。直線部分プラズマ放電開口部（７，８，

２３，２４，３４，３５）及び多重極磁場装置（１０，

１１，３８，３９）が、各部分プラズマ・チャンバ（１

，２，２１，２２，３２，２３）に沿って存在する。少

なくとも２つの直線部分プラズマ放電開口部（７，８，

２３，２４，３４，３５）が、ＥＣＲプラズマ源の少な

くとも１つのプラズマ放電開口部（９，２７，２８，３

０）を形成するように、これらの直線部分プラズマ放電

開口部（７，８，２３，２４，３４，３５）は、向き合

って配置されている。
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 プ ラ ズ マ ・ チ ャ ン バ か ら 構 成 さ れ た 直 線 プ ラ ズ マ 放 電 開 口 部 （ ９ ， ２ ７ ， ２ ８ ， ３ ０ ）
及 び こ の 直 線 プ ラ ズ マ 放 電 開 口 部 の 領 域 内 に 多 重 極 磁 場 装 置 を 有 す る Ｅ Ｃ Ｒ プ ラ ズ マ 源 に
あ っ て 、 中 心 に あ る 分 波 器 が 、 プ ラ ズ マ ・ チ ャ ン バ 内 に 存 在 し 、 分 波 器 は 、 高 周 波 を 生 成
す る 装 置 に 接 続 さ れ て い て 、 分 波 器 は 、 同 時 に 外 部 導 体 と し て 作 用 す る Ｅ Ｃ Ｒ プ ラ ズ マ 源
に お い て 、
－ 少 な く と も ２ つ の 個 々 の 分 波 器 （ ３ ， ４ ） が 、 中 心 に あ る 分 波 器 と し て 存 在 し 、
－ こ れ ら の 分 波 器 （ ３ ， ４ ） は そ れ ぞ れ 、 部 分 プ ラ ズ マ ・ チ ャ ン バ （ １ ， ２ ， ２ １ ， ２ ２
， ３ ２ ， ２ ３ ） 内 に 配 置 さ れ て い て 、
－ こ の 場 合 、 部 分 プ ラ ズ マ ・ チ ャ ン バ （ １ ， ２ ， ２ １ ， ２ ２ ， ３ ２ ， ３ ３ ） が 、 個 々 の 分
波 器 （ ３ ， ４ ） を ほ ぼ 同 軸 に 包 囲 し 、 各 々 １ つ の 直 線 部 分 プ ラ ズ マ 放 電 開 口 部 （ ７ ， ８ ，
２ ３ ， ２ ４ ， ３ ４ ， ３ ５ ） が 存 在 す る よ う に 、 こ れ ら の 部 分 プ ラ ズ マ ・ チ ャ ン バ （ １ ， ２
， ２ １ ， ２ ２ ， ３ ２ ， ３ ３ ） は 、 プ ラ ズ マ ・ チ ャ ン バ 内 に 形 成 さ れ て い る こ と 、
－ 多 重 極 磁 場 装 置 （ １ ０ ， １ １ ， ３ ８ ， ３ ９ ） が 、 各 直 線 部 分 プ ラ ズ マ 放 電 開 口 部 （ ７ ，
８ ， ２ ３ ， ２ ４ ， ３ ４ ， ３ ５ ） に 沿 っ て 存 在 す る こ と 、 及 び
－ 少 な く と も ２ つ の 直 線 部 分 プ ラ ズ マ 放 電 開 口 部 （ ７ ， ８ ， ２ ３ ， ２ ４ ， ３ ４ ， ３ ５ ） が
、 Ｅ Ｃ Ｒ プ ラ ズ マ 源 の 少 な く と も １ つ の プ ラ ズ マ 放 電 開 口 部 （ ９ ， ２ ７ ， ２ ８ ， ３ ０ ） を
形 成 す る よ う に 、 こ れ ら の 直 線 部 分 プ ラ ズ マ 放 電 開 口 部 （ ７ ， ８ ， ２ ３ ， ２ ４ ， ３ ４ ， ３
５ ） は 、 向 き 合 っ て 配 置 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る Ｅ Ｃ Ｒ プ ラ ズ マ 源 。
【 請 求 項 ２ 】
　 個 々 の 分 波 器 （ ３ ， ４ ） 個 々 の 分 波 器 （ ３ ， ４ ） と 部 分 プ ラ ズ マ 放 電 開 口 部 （ ６ ， ７ ）
の 幅 の 中 心 と の 間 の 両 ラ ジ ア ル 線 （ ７ ， ８ ） が 、 Ｅ Ｃ Ｒ プ ラ ズ マ 源 の プ ラ ズ マ 放 電 開 口 部
（ ９ ） の ほ ぼ 中 心 で 交 差 す る よ う に 、 こ れ ら の ラ ジ ア ル 線 （ ７ ， ８ ） は 、 角 度 を 成 し て 互
い に 配 置 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の Ｅ Ｃ Ｒ プ ラ ズ マ 源 。
【 請 求 項 ３ 】
　 両 ラ ジ ア ル 線 （ ２ ５ ， ２ ６ ） は 、 共 通 の 軸 線 内 の 個 々 の 分 波 器 （ ３ ， ４ ） と 部 分 プ ラ ズ
マ 放 電 開 口 部 （ ２ ３ ， ２ ４ 、 ３ ４ ， ３ ５ ） の 幅 の 中 心 と の 間 に あ り 、 Ｅ Ｃ Ｒ プ ラ ズ マ 源 の
少 な く と も １ つ の プ ラ ズ マ 放 電 開 口 部 （ ２ ８ ， ２ ７ ， ３ ０ ） が 、 横 に 、 特 に 共 通 の 軸 線 に
対 し て 直 角 に 存 在 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の Ｅ Ｃ Ｒ プ ラ ズ マ 源 。
【 請 求 項 ４ 】
　 両 ラ ジ ア ル 線 （ １ ９ ， ２ ０ ） は 、 個 々 の 分 波 器 （ ３ ， ４ ） と 部 分 プ ラ ズ マ 放 電 開 口 部 （
１ ７ ） の 幅 の 中 心 と の 間 に 互 い に 平 行 に 配 置 さ れ て い て 、 Ｅ Ｃ Ｒ プ ラ ズ マ 源 の プ ラ ズ マ 放
電 開 口 部 （ １ ８ ） が 、 両 ラ ジ ア ル 線 （ １ ９ ， ２ ０ ） の 方 向 に 存 在 す る こ と を 特 徴 と す る 請
求 項 １ に 記 載 の Ｅ Ｃ Ｒ プ ラ ズ マ 源 。
【 請 求 項 ５ 】
　 多 重 極 磁 場 装 置 （ １ ５ ） が 、 直 線 部 分 プ ラ ズ マ 放 電 開 口 部 （ １ ７ ） の 横 に 隣 接 す る 多 重
極 磁 場 装 置 と し て 構 成 さ れ て い て 、 こ の 多 重 極 磁 場 装 置 （ １ ５ ） は 、 両 部 分 プ ラ ズ マ 放 電
開 口 部 （ １ ７ ） に 作 用 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ に 記 載 の Ｅ Ｃ Ｒ プ ラ ズ マ 源 。
【 請 求 項 ６ 】
　 少 な く と も １ つ の 別 の 多 重 極 磁 場 装 置 （ １ ２ ， ２ ９ ） が 、 プ ラ ズ マ ・ チ ャ ン バ に 対 し て
同 軸 に か つ 外 側 に 、 特 に 部 分 プ ラ ズ マ ・ チ ャ ン バ に 対 し て 同 軸 に 設 け ら れ て い る こ と を 特
徴 と す る 請 求 項 １ ～ ５ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の Ｅ Ｃ Ｒ プ ラ ズ マ 源 。
【 請 求 項 ７ 】
　 多 重 極 磁 場 装 置 （ １ ０ ， １ １ ， １ ２ ， ２ ９ ） の う ち の 少 な く と も １ つ の 多 重 極 磁 場 装 置
が 、 部 分 プ ラ ズ マ ・ チ ャ ン バ （ １ ， ２ ， ２ １ ， ２ ２ ， ３ ２ ， ３ ３ ） に 対 し て 摺 動 さ れ 得 る
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ ６ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の Ｅ Ｃ Ｒ プ ラ ズ マ 源 。
【 請 求 項 ８ 】
　 電 気 伝 導 性 の 格 子 が 、 Ｅ Ｃ Ｒ プ ラ ズ マ 源 の プ ラ ズ マ 放 電 開 口 部 （ ３ ） の 領 域 内 に 存 在 す
る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ ７ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の Ｅ Ｃ Ｒ プ ラ ズ マ 源 。
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【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 プ ラ ズ マ ・ チ ャ ン バ に 直 線 プ ラ ズ マ 放 電 開 口 部 と こ の 直 線 プ ラ ズ マ 放 電 開 口
部 の 領 域 内 に 多 重 極 磁 場 装 置 と を 有 す る Ｅ Ｃ Ｒ プ ラ ズ マ 源 に 関 す る 。 こ の プ ラ ズ マ ・ チ ャ
ン バ は 、 同 時 に 外 部 導 体 と し て 作 用 す る 。 中 心 に あ る 分 波 器 が 、 こ の プ ラ ズ マ ・ チ ャ ン バ
内 に 存 在 す る 。 こ の 分 波 器 は 、 高 周 波 を 生 成 す る 装 置 に 接 続 さ れ て い る 。 高 周 波 と し て は
、 技 術 的 に 利 用 可 能 で 許 容 さ れ る 全 て の 周 波 数 範 囲 が 考 え ら れ る 。 実 際 に は 、 特 に 13.56M
Hz～ 2.45GHz の 周 波 数 が 適 す る こ と が 実 証 さ れ て い る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 多 様 な プ ラ ズ マ 生 成 装 置 が 、 従 来 の 技 術 に し た が っ て 公 知 で あ る 。 ド イ ツ 連 邦 共 和 国 特
許 出 願 公 開 第 198 12 558号 明 細 書 は 、 直 線 状 に 拡 張 す る Ｅ Ｃ Ｒ プ ラ ズ マ (electron cyclot
ron resonance plasma) を 生 成 す る 装 置 を 記 す 。 内 部 導 体 が 、 マ イ ク ロ 波 (910 MHz～ 2.45
GHz)を 生 成 す る 装 置 に 接 続 さ れ て い て 、 良 好 な 伝 導 性 の 外 部 の 同 軸 導 波 管 内 に 同 軸 に 配 置
さ れ て い る 。 こ の 同 軸 導 波 管 は 、 同 時 に プ ラ ズ マ ・ チ ャ ン バ を 限 定 す る 。 管 状 の プ ラ ズ マ
・ チ ャ ン バ は 、 長 手 軸 線 に 対 し て 平 行 に ス リ ッ ト 形 の 開 口 部 を 有 す る 。 静 的 な 磁 場 を 生 成
す る 多 重 極 磁 場 装 置 が 、 長 手 軸 線 に 対 し て 開 口 部 の 両 側 に 沿 っ て 設 け ら れ て い る 。 マ イ ク
ロ 波 が 、 内 部 導 体 （ 分 波 器 ） を 通 じ て キ ャ リ ア ガ ス で 満 た さ れ た プ ラ ズ マ ・ チ ャ ン バ 内 に
供 給 さ れ る 場 合 、 プ ラ ズ マ が 、 プ ラ ズ マ ・ チ ャ ン バ 内 に 発 生 す る 。 ス リ ッ ト 形 の 開 口 部 内
で は 、 プ ラ ズ マ は 、 強 い 電 界 成 分 を 有 す る 多 重 極 磁 場 装 置 の 磁 場 に よ っ て 大 幅 に 増 幅 さ れ
る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 非 常 に 好 ま し く は 直 線 状 に 拡 散 す る プ ラ ズ マ が 、 こ の よ う な 装 置 に よ っ て 生 成 さ れ 得 る
。 し か し な が ら 、 プ ラ ズ マ 密 度 が 、 ス リ ッ ト 形 の 開 口 部 の 長 手 軸 線 に 沿 っ て 比 較 的 強 く 減
衰 し 、 か つ 長 手 軸 線 に 対 し て 横 に 比 較 的 小 さ い 頂 点 極 率 半 径 (Scheitelkruemmungsradius)
の 放 射 状 の 拡 張 を 有 す る こ と が 欠 点 で あ る 。
【 特 許 文 献 １ 】 ド イ ツ 連 邦 共 和 国 特 許 出 願 公 開 第 198 12 558号 明 細 書
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 本 発 明 の 課 題 は 、 冒 頭 で 述 べ た 種 類 の 直 線 Ｅ Ｃ Ｒ プ ラ ズ マ 源 を 提 供 す る こ と に あ る 。 広
い 面 の 均 質 な プ ラ ズ マ が 、 直 線 Ｅ Ｃ Ｒ プ ラ ズ マ 源 に よ っ て プ ラ ズ マ 放 電 開 口 部 で 生 成 さ れ
得 る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 は 、 こ の 課 題 を 請 求 項 １ 中 に 記 載 の 特 徴 に よ っ て 解 決 す る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 の 好 適 な 構 成 は 、 各 従 属 請 求 項 ， 以 下 の 本 発 明 の 好 適 な 構 成 の 説 明 及 び 図 面 に 詳
し く 記 載 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 の 本 質 は 、 分 波 器 及 び 多 重 極 磁 場 装 置 を 有 す る こ の よ う に 公 知 の 少 な く と も ２ つ
の 直 線 Ｅ Ｃ Ｒ プ ラ ズ マ 源 が 少 な く と も １ つ の プ ラ ズ マ 放 電 開 口 部 を 有 す る １ つ の 高 性 能 な
直 線 Ｅ Ｃ Ｒ プ ラ ズ マ 源 に 創 造 的 に さ ら に 改 良 さ れ る 点 に あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 多 く の 使 用 状 況 に 対 し て は 、 ２ つ の 部 分 プ ラ ズ マ ・ チ ャ ン バ を 有 す る １ つ の Ｅ Ｃ Ｒ プ ラ
ズ マ 源 が 十 分 で あ る 。 し か し な が ら 、 本 発 明 の Ｅ Ｃ Ｒ プ ラ ズ マ 源 は 、 特 に 基 板 又 は 基 板 キ
ャ リ ア 上 の 基 板 の 配 置 の 具 体 的 な 形 に 調 整 で き 、 ３ つ 及 び 多 数 の 部 分 プ ラ ズ マ ・ チ ャ ン バ
を 有 し て も よ い 。 同 様 に 、 Ｅ Ｃ Ｒ プ ラ ズ マ 源 は 、 １ つ 又 は ２ つ の プ ラ ズ マ 放 電 開 口 部 を 有
し て も よ く 、 ３ つ 又 は 多 数 の 部 分 プ ラ ズ マ ・ チ ャ ン バ の 場 合 は 多 数 の プ ラ ズ マ 放 電 開 口 部
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を 有 し て も よ い 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 請 求 項 ２ ～ ４ に よ れ ば 、 Ｅ Ｃ Ｒ プ ラ ズ マ 源 が 、 特 別 な プ ラ ズ マ 放 電 開 口 部 を 有 す る 。 こ
れ ら の プ ラ ズ マ 放 電 開 口 部 は 、 主 に 実 際 に プ ラ ズ マ を 生 成 す る 部 分 プ ラ ズ マ ・ チ ャ ン バ の
位 置 及 び こ れ ら の 部 分 プ ラ ズ マ ・ チ ャ ン バ の 相 対 位 置 に 依 存 す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 請 求 項 ６ に よ れ ば 、 部 分 プ ラ ズ マ 放 電 開 口 部 の 領 域 内 の 多 重 極 磁 場 装 置 に 加 え て 、 １ つ
又 は 多 数 の 別 の 多 重 極 磁 場 装 置 が 部 分 プ ラ ズ マ ・ チ ャ ン バ の 外 側 に 固 定 し て 又 は 摺 動 可 能
に 配 置 さ れ て い る よ う に 、 Ｅ Ｃ Ｒ プ ラ ズ マ 源 が 効 果 的 に さ ら に 構 成 さ れ 得 る 。 し た が っ て
、 プ ラ ズ マ の 発 生 が 、 部 分 プ ラ ズ マ ・ チ ャ ン バ の 内 部 で 特 別 に 影 響 さ れ 得 る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 そ の 他 の 好 適 な 構 成 を 以 下 の 実 施 の 形 態 で 詳 し く 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 の Ｅ Ｃ Ｒ プ ラ ズ マ 源 の 利 点 は 、 特 に 密 で 十 分 に 均 質 な プ ラ ズ マ が 少 な く と も ２ つ
の プ ラ ズ マ の 重 な り に よ っ て 生 成 さ れ 得 る こ と に あ る 。 大 き い 基 板 又 は 基 板 配 置 の 有 効 な
プ ラ ズ マ 処 理 が 、 こ の プ ラ ズ マ に よ っ て 好 ま し く 実 施 さ れ 得 る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 よ り 大 き い 直 線 プ ラ ズ マ で の 従 来 の 技 術 に よ れ ば 、 例 え ば 層 の 析 出 時 に 、 層 厚 が ± ８ ％
を 超 え る 不 均 質 性 を 有 す る 一 方 で 、 本 発 明 の Ｅ Ｃ Ｒ プ ラ ズ マ 源 に よ れ ば 、 約 800mm の プ ラ
ズ マ 出 口 の 長 さ に わ た る シ リ コ ン 窒 化 物 の 層 の 層 厚 が 、 ± ２ ％ の 不 均 質 性 で 製 造 さ れ 得 る
。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 こ の 場 合 、 供 給 さ れ る 波 の 出 力 ， 部 分 プ ラ ズ マ ・ チ ャ ン バ の 形 ， 多 重 極 磁 場 装 置 の 磁 場
の 位 置 及 び 強 さ 並 び に 可 変 な ガ ス 供 給 を 変 更 す る こ と に よ っ て 、 実 際 に 非 常 に 柔 軟 な プ ロ
セ ス が 実 施 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 以 下 に 、 本 発 明 を ４ つ の 実 施 の 形 態 に し た が っ て 詳 し く 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 図 １ は 、 実 施 の 形 態 Ｉ の 一 部 を 成 す 、 １ つ の プ ラ ズ マ 放 電 開 口 部 を 有 す る 概 略 的 な Ｅ Ｃ
Ｒ プ ラ ズ マ 源 の 断 面 を 示 す 。 こ の Ｅ Ｃ Ｒ プ ラ ズ マ 源 の 場 合 、 個 々 の 分 波 器 と 部 分 プ ラ ズ マ
放 電 開 口 部 の 幅 の 中 心 と の 間 の ラ ジ ア ル 線 が 、 互 い に 90° の 角 度 だ け 傾 い て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 図 ２ は 、 実 施 の 形 態 Ｉ Ｉ の 一 部 を 成 す 、 ２ つ の プ ラ ズ マ 放 電 開 口 部 を 有 す る 概 略 的 な Ｅ
Ｃ Ｒ プ ラ ズ マ 源 の 断 面 を 示 す 。 こ の Ｅ Ｃ Ｒ プ ラ ズ マ 源 の 場 合 、 こ れ ら の ラ ジ ア ル 線 は 、 軸
線 上 の 個 々 の 分 波 器 と 部 分 プ ラ ズ マ 放 電 開 口 部 の 幅 の 中 心 と の 間 に あ り 、 Ｅ Ｃ Ｒ プ ラ ズ マ
源 の ２ つ の プ ラ ズ マ 放 電 開 口 部 が 、 こ れ ら の ラ ジ ア ル 線 に 対 し て 直 角 に 配 置 さ れ て い る 。
　 　 　
【 ０ ０ １ ８ 】
　 図 ３ は 、 実 施 の 形 態 Ｉ Ｉ Ｉ の 一 部 を 成 す 、 １ つ の プ ラ ズ マ 放 電 開 口 部 を 有 す る 概 略 的 な
Ｅ Ｃ Ｒ プ ラ ズ マ 源 の 断 面 を 示 す 。 こ の Ｅ Ｃ Ｒ プ ラ ズ マ 源 の 場 合 、 分 波 器 と 部 分 プ ラ ズ マ 放
電 開 口 部 の 幅 の 中 心 と の 間 の ラ ジ ア ル 線 が 互 い に 平 行 に 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 図 ４ ａ は 、 実 施 の 形 態 Ｉ Ｖ の 一 部 を 成 す 、 １ つ の プ ラ ズ マ 放 電 開 口 部 を 有 す る 概 略 的 な
Ｅ Ｃ Ｒ プ ラ ズ マ 源 の 構 造 の 断 面 を 示 す 。 こ の Ｅ Ｃ Ｒ プ ラ ズ マ 源 の 場 合 、 こ れ ら の ラ ジ ア ル
線 は 、 軸 線 上 の 個 々 の 分 波 器 と 部 分 プ ラ ズ マ 放 電 開 口 部 の 幅 の 中 心 と の 間 に あ り 、 Ｅ Ｃ Ｒ
プ ラ ズ マ 源 の ２ つ の プ ラ ズ マ 放 電 開 口 部 が 、 こ れ ら の ラ ジ ア ル 線 に 対 し て 直 角 に 配 置 さ れ
て い る 。 図 ４ ｂ は 、 図 ４ ａ の Ｅ Ｃ Ｒ プ ラ ズ マ 源 の 投 影 図 で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 実 施 の 形 態 Ｉ
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　 実 施 の 形 態 Ｉ に よ る 本 発 明 の Ｅ Ｃ Ｒ プ ラ ズ マ 源 は 、 主 に ２ つ の 個 別 の Ｅ Ｃ Ｒ プ ラ ズ マ 源
か ら 構 成 さ れ る 。 図 １ は 、 ２ つ の 部 分 プ ラ ズ マ ・ チ ャ ン バ １ ， ２ を 示 す 。 こ れ ら の 部 分 プ
ラ ズ マ ・ チ ャ ン バ １ ， ２ は 、 一 緒 に Ｅ Ｃ Ｒ プ ラ ズ マ 源 の プ ラ ズ マ ・ チ ャ ン バ を 構 成 し 、 図
示 し な か っ た 真 空 チ ャ ン バ 内 に 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 部 分 プ ラ ズ マ ・ チ ャ ン バ １ ， ２ は 、 管 状 に 形 成 さ れ て い る 。 個 別 の 分 波 器 ３ ， ４ が 、 同
軸 状 に 内 側 に 配 置 さ れ て い る 。 分 波 器 ３ ， ４ は 、 公 知 の 解 決 手 段 に 相 当 し か つ 内 部 導 体 か
ら 形 成 さ れ る 。 こ の 内 部 導 体 は 、 特 に 910MHz～ 2.45GHz の 範 囲 内 の マ イ ク ロ 波 を 生 成 す る
装 置 に 接 続 さ れ 得 る 。 分 波 器 ３ ， ４ は 、 石 英 ガ ラ ス か ら 成 る 保 護 管 に よ っ て 包 囲 さ れ て い
る 。 保 護 管 の 内 部 空 間 が 、 ガ ス で 吹 き 付 け ら れ 、 分 波 器 ３ ， ４ が 冷 却 さ れ 得 る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 部 分 プ ラ ズ マ ・ チ ャ ン バ １ ， ２ の 内 壁 が 、 マ イ ク ロ 波 に 対 し て 外 部 の 同 軸 導 波 管 と し て
作 用 し 、 公 知 の 方 式 で 特 に 絶 縁 材 料 又 は 伝 導 性 の 材 料 か ら 成 る 内 部 の 保 護 内 張 り 部 を 有 す
る 。 直 線 部 分 プ ラ ズ マ 放 電 開 口 部 ５ ， ６ が 、 そ れ ぞ れ の 保 護 内 張 り 部 の 長 手 軸 線 ご と に 管
状 の 部 分 プ ラ ズ マ ・ チ ャ ン バ １ ， ２ に 対 し て １ つ ず つ 存 在 す る 。 こ の 場 合 、 そ れ ぞ れ の 分
波 器 ３ ， ４ と 部 分 プ ラ ズ マ 放 電 開 口 部 ５ ， ６ の 幅 の 中 心 と の 間 の ラ ジ ア ル 線 ７ ， ８ が 、 互
い に 90° の 角 度 だ け 傾 い て 配 置 さ れ て い る 。 こ れ ら の ラ ジ ア ル 線 ７ ， ８ の 交 点 が 、 Ｅ Ｃ Ｒ
プ ラ ズ マ 源 の プ ラ ズ マ 放 電 開 口 部 ９ の ほ ぼ 中 心 に あ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 部 分 プ ラ ズ マ 放 電 開 口 部 ５ ， ６ の 領 域 内 に は 、 例 え ば 静 的 磁 場 を 有 す る 多 重 極 磁 場 装 置
１ ０ ， １ １ が 、 部 分 プ ラ ズ マ ・ チ ャ ン バ １ ， ２ の 外 側 に １ つ ず つ 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 そ の 他 の 多 重 極 磁 場 装 置 １ ２ が 、 部 分 プ ラ ズ マ ・ チ ャ ン バ １ ， ２ の 外 周 に 沿 っ て 配 置 さ
れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 多 重 極 磁 場 装 置 １ ０ ， １ １ ， １ ２ の 位 置 及 び 磁 場 線 の 作 用 が 容 易 に 変 更 で き 、 具 体 的 な
技 術 条 件 に 適 合 で き る よ う に 、 全 て の 多 重 極 磁 場 装 置 １ ０ ， １ １ ， １ ２ は 、 部 分 プ ラ ズ マ
・ チ ャ ン バ １ ， ２ に 対 し て 固 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 以 下 に 、 実 施 の 形 態 Ｉ に よ る Ｅ Ｃ Ｒ プ ラ ズ マ 源 の 機 能 を 詳 し く 説 明 す る 。 Ｅ Ｃ Ｒ プ ラ ズ
マ 源 は 、 真 空 チ ャ ン バ 内 に 存 在 す る 。 Ｅ Ｃ Ｒ プ ラ ズ マ 源 を 作 動 す る た め 、 キ ャ リ ア ガ ス 、
例 え ば ア ル ゴ ン の 圧 力 が 、 真 空 チ ャ ン バ 内 で ２ × 10 - 2  mbar に 設 定 さ れ る 。 両 分 波 器 ３ ，
４ は 、 例 え ば 915 MHz の マ イ ク ロ 波 を 生 成 す る 装 置 に 接 続 さ れ る 。 両 分 波 器 ３ ， ４ は 、 マ
イ ク ロ 波 ア ン テ ナ と し て 作 用 し 、 マ イ ク ロ 波 を 部 分 プ ラ ズ マ ・ チ ャ ン バ １ ， ２ 内 に 送 る 。
こ れ に よ っ て 、 プ ラ ズ マ が 、 こ れ ら の 部 分 プ ラ ズ マ ・ チ ャ ン バ １ ， ２ 内 で 発 生 す る 。 多 重
極 磁 場 装 置 １ ０ ， １ １ の 領 域 内 で は 、 磁 場 成 分 が プ ラ ズ マ に 作 用 す る 。 Ｅ Ｃ Ｒ プ ラ ズ マ 源
の プ ラ ズ マ 放 電 開 口 部 ９ か ら 放 出 し た プ ラ ズ マ が 大 幅 に 増 幅 さ れ る 。 同 様 に 、 多 重 極 磁 場
装 置 １ ２ の 磁 場 成 分 も プ ラ ズ マ に 作 用 す る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 部 分 プ ラ ズ マ ・ チ ャ ン バ １ ， ２ の 磁 場 成 分 が 、 具 体 的 な 技 術 条 件 に 応 じ て Ｅ Ｃ Ｒ プ ラ ズ
マ 源 の プ ラ ズ マ 放 電 開 口 部 ９ に 対 す る プ ラ ズ マ の 長 さ 方 向 と 幅 方 向 の 均 質 な 拡 大 を 著 し い
均 質 性 で も た ら す よ う に 、 多 重 極 磁 場 配 置 １ ０ ， １ １ ， １ ２ は 、 位 置 決 め に よ っ て 部 分 プ
ラ ズ マ ・ チ ャ ン バ １ ， ２ に 対 し て 配 置 さ れ る 。 し た が っ て 、 プ ラ ズ マ 放 電 開 口 部 ９ の 前 方
に 位 置 決 め 又 は 敷 設 さ れ る 図 示 し な か っ た 基 板 の プ ラ ズ マ 処 理 が 、 高 い 効 果 と 最 大 品 質 で
保 証 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 実 施 の 形 態 Ｉ Ｉ
　 ２ つ の プ ラ ズ マ 放 電 開 口 部 ２ ７ ， ２ ８ を 有 す る Ｅ Ｃ Ｒ プ ラ ズ マ 源 が 、 実 施 の 形 態 Ｉ Ｉ の
一 部 を 成 し て 図 ２ 中 に 概 略 的 に 示 さ れ て い る 。 実 施 の 形 態 Ｉ と 同 じ 位 置 は 、 図 ２ 中 で は 同
じ 位 置 番 号 で 示 さ れ て い る 。
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【 ０ ０ ２ ９ 】
　 分 波 器 ３ ， ４ を １ つ ず つ 有 す る 細 長 い Ｕ 字 状 の ２ つ の 部 分 プ ラ ズ マ ・ チ ャ ン バ ２ １ ， ２
２ が 、 内 径 の 幅 内 に 部 分 プ ラ ズ マ 放 電 開 口 部 ２ ３ ， ２ ４ を 有 す る 。 分 波 器 ３ ， ４ は 、 Ｕ 字
状 の 部 分 プ ラ ズ マ ・ チ ャ ン バ ２ １ ， ２ ２ の 円 形 部 分 に 対 し て 同 心 状 に 内 側 に 配 置 さ れ て い
る 。 こ の 場 合 、 ラ ジ ア ル 線 ２ ５ ， ２ ６ が 、 そ れ ぞ れ の 分 波 器 ３ ， ４ と 部 分 プ ラ ズ マ 放 電 開
口 部 ２ ３ ， ２ ４ と の 間 の 軸 線 上 に あ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 ２ つ の 逆 に 作 用 す る 直 線 プ ラ ズ マ 放 電 開 口 部 ２ ７ ， ２ ８ が 、 ラ ジ ア ル 線 ２ ５ ， ２ ６ に 対
し て 直 角 に か つ 両 側 に 形 成 さ れ る よ う に 、 部 分 プ ラ ズ マ 放 電 開 口 部 ２ ３ ， ２ ４ の 距 離 が 選
択 さ れ て い る 。 実 施 の 形 態 Ｉ の 場 合 と 同 様 に 、 プ ラ ズ マ の 発 生 に 影 響 す る た め 、 多 重 極 磁
場 装 置 １ ０ ， １ １ が 、 プ ラ ズ マ 放 電 開 口 部 ２ ７ ， ２ ８ に 配 置 さ れ て い て 、 多 重 極 磁 場 装 置
２ ９ が 、 部 分 プ ラ ズ マ ・ チ ャ ン バ ２ １ ， ２ ２ に 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 実 施 の 形 態 Ｉ Ｉ に よ る Ｅ Ｃ Ｒ プ ラ ズ マ 源 の 機 能 は 、 実 施 の 形 態 Ｉ に 類 似 す る 。 使 用 す る
場 合 、 し か し な が ら 基 板 が 、 プ ラ ズ マ 放 電 開 口 部 ２ ７ ， ２ ８ の 前 方 の 両 側 に 配 置 さ れ 得 る
。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 実 施 の 形 態 Ｉ Ｉ Ｉ
　 １ つ の プ ラ ズ マ 放 電 開 口 部 １ ８ を 有 す る Ｅ Ｃ Ｒ プ ラ ズ マ 源 が 、 実 施 の 形 態 Ｉ Ｉ Ｉ の 一 部
を 成 し て 図 ３ 中 に 概 略 的 に 示 さ れ て い る 。 実 施 の 形 態 Ｉ と 同 じ 位 置 は 、 図 ３ 中 で は 同 じ 位
置 番 号 で 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 分 波 器 ３ ， ４ を １ つ ず つ 有 す る 細 長 い Ｕ 字 状 の ２ つ の 部 分 プ ラ ズ マ ・ チ ャ ン バ １ ３ ， １
４ が 、 内 径 の 幅 内 に 部 分 プ ラ ズ マ 放 電 開 口 部 １ ７ を １ つ ず つ 有 す る 。 こ の 場 合 、 ラ ジ ア ル
線 １ ９ ， ２ ０ が 、 そ れ ぞ れ の 分 波 器 ３ ， ４ と 部 分 プ ラ ズ マ 放 電 開 口 部 １ ７ の 幅 の 中 心 と の
間 に 互 い に 平 行 に 存 在 し 、 Ｅ Ｃ Ｒ プ ラ ズ マ 源 の プ ラ ズ マ 放 電 開 口 部 １ ８ を 形 成 す る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 こ の 場 合 、 部 分 プ ラ ズ マ 放 電 開 口 部 １ ７ の 外 側 に あ る 側 面 に 沿 っ た Ｕ 字 状 の 部 分 プ ラ ズ
マ ・ チ ャ ン バ １ ３ ， １ ４ が そ れ ぞ れ 、 外 側 に 曲 げ ら れ た １ つ の 延 長 部 １ ６ を 有 す る 。 こ れ
ら の 延 長 部 の 長 さ 及 び 形 は 、 与 え ら れ る 技 術 条 件 に 依 存 す る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 部 分 プ ラ ズ マ 放 電 開 口 部 １ ７ の 均 質 な 個 々 の プ ラ ズ マ が 、 Ｅ Ｃ Ｒ プ ラ ズ マ 源 の プ ラ ズ マ
放 電 開 口 部 １ ８ で １ つ の 均 質 な プ ラ ズ マ に 一 体 に な る よ う に 、 互 い の 両 部 分 プ ラ ズ マ 放 電
開 口 部 １ ７ の 距 離 が 選 択 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 実 施 の 形 態 Ｉ と 同 様 に 、 多 重 極 磁 場 装 置 １ ０ ， １ １ が 、 部 分 プ ラ ズ マ 放 電 開 口 部 １ ７ の
外 面 に 沿 っ て 設 け ら れ て い て 、 そ の 他 の 多 重 極 磁 場 装 置 １ ２ が 、 部 分 プ ラ ズ マ ・ チ ャ ン バ
１ ３ ， １ ４ に 沿 っ て 設 け ら れ て い る 。 実 施 の 形 態 Ｉ Ｉ Ｉ で は 、 多 重 極 磁 場 装 置 １ ５ が 、 請
求 項 ５ に 応 じ て 両 部 分 プ ラ ズ マ 放 電 開 口 部 １ ７ 間 に 設 け ら れ る 。 こ の 多 重 極 磁 場 装 置 １ ５
は 、 両 部 分 プ ラ ズ マ 放 電 開 口 部 １ ７ の 双 方 の 個 々 の プ ラ ズ マ に 作 用 す る 。 Ｅ Ｃ Ｒ プ ラ ズ マ
源 の プ ラ ズ マ 放 電 開 口 部 １ ８ の プ ラ ズ マ の 均 質 性 が 、 こ の 構 成 に よ っ て 好 ま し く 影 響 さ れ
得 る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 実 施 の 形 態 Ｉ Ｉ Ｉ に よ る Ｅ Ｃ Ｒ プ ラ ズ マ 源 の 機 能 は 、 実 施 に 形 態 Ｉ に 類 似 す る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 実 施 の 形 態 Ｉ Ｖ
　 図 ４ ａ は 、 実 施 の 形 態 Ｉ Ｖ の 一 部 を 成 す 、 実 施 の 形 態 Ｉ Ｉ に 類 似 の Ｅ Ｃ Ｒ プ ラ ズ マ 源 の
構 造 の 断 面 を 示 す 。 図 ４ ｂ は 、 Ｅ Ｃ Ｒ プ ラ ズ マ 源 の 投 影 図 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 こ の 実 施 の 形 態 Ｉ Ｖ は 、 実 施 の 形 態 Ｉ Ｉ の 原 理 を 構 成 す る 。 す な わ ち 、 線 ２ ５ ， ２ ６ が
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軸 線 上 に あ る 。 重 要 な 相 違 は 、 Ｅ Ｃ Ｒ プ ラ ズ マ 源 が プ ラ ズ マ 放 電 開 口 部 ３ ０ を １ つ だ け 有
す る 点 で あ る 。 そ の 一 方 で 対 向 す る 側 面 は 、 金 属 板 ３ １ で 覆 わ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 具 体 的 な 構 造 の 場 合 、 互 い の 両 分 波 器 ３ ， ４ の 距 離 は 300mm で あ る 。 ８ mmの 直 径 の 内 側
管 及 び 30mmの 直 径 の 保 護 管 か ら 構 成 さ れ た 分 波 器 ３ ， ４ は 、 Ｕ 字 状 の 部 分 プ ラ ズ マ ・ チ ャ
ン バ ３ ２ ， ３ ３ 内 部 に 配 置 さ れ て い る 。 こ の 場 合 、 Ｕ 字 形 は 、 丸 く さ れ た 角 を 有 す る 片 面
を 開 け た 水 平 管 か ら 形 成 さ れ る 。 こ の 水 平 管 の 内 側 の 幅 は 、 110mm で あ る 。 す な わ ち 保 護
管 と 部 分 プ ラ ズ マ ・ チ ャ ン バ ３ ２ ， ３ ３ の 内 壁 と の 距 離 は 40mmで あ る 。 Ｅ Ｃ Ｒ プ ラ ズ マ 源
の プ ラ ズ マ 放 電 開 口 部 ３ ０ は 200mm で あ る 。 ガ イ ド 板 ３ ６ ， ３ ７ が 、 部 分 プ ラ ズ マ 放 電 開
口 部 ３ ４ ， ３ ５ と プ ラ ズ マ 放 電 開 口 部 ３ ０ と の 間 に 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 部 分 プ ラ ズ マ 放 電 開 口 部 ３ ４ ， ３ ５ の 両 側 で は 、 多 重 極 磁 場 装 置 ３ ８ ， ３ ９ が 、 部 分 プ
ラ ズ マ 放 電 開 口 部 ３ ４ ， ３ ５ に 沿 っ て 対 に な っ て 直 接 配 置 さ れ て い る 。 こ れ ら の 多 重 極 磁
場 装 置 ３ ８ ， ３ ９ は 水 で 冷 却 さ れ て い る 。 こ れ に よ っ て 、 高 い 周 囲 温 度 が 、 磁 束 密 度 を 変
化 さ せ る こ と は な い 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 キ ャ リ ア ガ ス 又 は プ ロ セ ス ガ ス を 流 入 す る た め 、 直 線 状 の ガ ス 注 入 部 ４ １ が 、 部 分 プ ラ
ズ マ 放 電 開 口 部 ３ ４ ， ３ ５ に 面 し て い な い 部 分 プ ラ ズ マ ・ チ ャ ン バ ３ ２ ， ３ ３ の 側 面 に 沿
っ て 存 在 し 、 直 線 状 の ガ ス 注 入 部 ４ ２ が 、 部 分 プ ラ ズ マ 放 電 開 口 部 ３ ４ ， ３ ５ の 両 側 に 存
在 す る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 好 ま し く は Ｅ Ｃ Ｒ プ ラ ズ マ が 分 波 器 ３ ， ４ の 領 域 内 に 形 成 さ れ る よ う に 、 多 重 極 磁 場 装
置 ３ ８ ， ３ ９ の 磁 場 が 調 整 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 マ イ ク ロ 波 を 導 入 す る た め の 接 続 点 の 近 く で は （ 図 ４ ｂ ） 、 Ｅ Ｃ Ｒ プ ラ ズ マ が 部 分 プ ラ
ズ マ 放 電 開 口 部 ３ ４ ， ３ ５ の 方 向 に 移 動 す る よ う に 、 磁 場 が 減 衰 さ れ る 。 そ の た め 、 上 昇
し た 電 力 消 費 に よ っ て 接 続 点 ４ ０ の 近 く で 発 生 す る プ ラ ズ マ 密 度 勾 配 が 、 プ ラ ズ マ の 生 成
に 対 す る よ り 僅 か な 磁 場 の 影 響 に よ っ て 分 波 器 ３ ， ４ で 直 接 補 正 さ れ る 。 こ の 配 置 は 、 部
分 プ ラ ズ マ 放 電 開 口 部 ３ ４ ， ３ ５ に 沿 っ て 均 質 な プ ラ ズ マ を 生 成 す る 。 こ の 均 質 な プ ラ ズ
マ は 、 Ｅ Ｃ Ｒ プ ラ ズ マ 源 の 中 心 領 域 を 荷 電 キ ャ リ ア で 満 た す 。 こ の 重 な り は 、 Ｅ Ｃ Ｒ プ ラ
ズ マ 源 の プ ラ ズ マ 放 電 開 口 部 ３ ０ に 対 し て も 所 定 の プ ラ ズ マ 密 度 の 均 質 な プ ラ ズ マ 領 域 を
も た ら す 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 Ｅ Ｃ Ｒ プ ラ ズ マ 源 は 、 周 囲 に 対 し て 真 空 気 密 に 吊 る さ れ て 真 空 チ ャ ン バ 内 に 配 置 さ れ て
い る 。 こ の 真 空 チ ャ ン バ は 1000mmの 長 さ を 有 し 、 実 際 の プ ラ ズ マ 領 域 の 長 さ は 、 約 950mm 
で あ る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 分 波 器 ３ ， ４ を 通 じ て Ｅ Ｃ Ｒ プ ラ ズ マ 源 内 に 供 給 さ れ た マ イ ク ロ 波 の 周 波 数 は 、 2.45GH
z で あ る 。 各 分 波 器 ３ ， ４ は 、 ２ kWの 電 力 を 生 成 で き る マ イ ク ロ 波 発 生 器 に 接 続 さ れ て い
る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 実 施 の 形 態 の 装 置 の そ の 他 の 構 成 で は 、 図 示 し な か っ た 光 子 系 も 、 Ｅ Ｃ Ｒ プ ラ ズ マ 源 の
外 側 の プ ラ ズ マ 放 電 開 口 部 ３ ０ の 領 域 内 に 配 置 さ れ 得 る 。 こ れ に よ っ て 、 Ｅ Ｃ Ｒ プ ラ ズ マ
源 が 、 イ オ ン ビ ー ム 源 と し て も 使 用 さ れ 得 る 。 こ の よ う な 構 成 の 場 合 、 好 ま し く は 、 電 気
コ イ ル 装 置 を 有 す る 多 重 極 磁 場 装 置 が 使 用 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 本 発 明 の Ｅ Ｃ Ｒ 源 を 使 用 す る 場 合 、 処 理 す べ き 基 板 が 、 プ ラ ズ マ 放 電 開 口 部 ３ ０ に 沿 っ
て 連 続 的 に 通 過 し て 移 動 す る 。 大 き い 基 板 面 も 、 こ の プ ラ ズ マ 放 電 開 口 部 ３ ０ の 大 き い 幅
に 応 じ て 均 質 な プ ラ ズ マ に よ っ て 処 理 さ れ 得 る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
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　 125mm × 125mm の 寸 法 の シ リ コ ン 基 板 上 に シ リ コ ン 窒 化 物 の 層 を 析 出 さ せ る 場 合 、 30個
の こ の よ う な シ リ コ ン 板 が 、 キ ャ リ ア 板 上 の ５ 行 × ６ ス リ ッ ト の ラ ス タ ー 内 に 存 在 す る 。
こ の 場 合 、 ６ つ の ス リ ッ ト は 、 プ ラ ズ マ 放 電 開 口 部 ３ ０ の ６ 方 向 に 配 置 さ れ て い る 。 ５ 行
の 拡 張 部 内 の キ ャ リ ア 板 が 、 プ ラ ズ マ 放 電 開 口 部 ３ ０ の 下 を 連 続 的 に 通 過 し て 移 動 す る 。
　 　 　
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 シ リ コ ン 窒 化 物 の 層 を 生 成 す る た め 、 ア ン モ ニ ア ガ ス が ガ ス 注 入 部 ４ １ 内 に 注 入 さ れ 、
気 体 で あ る ハ イ ド ロ シ リ コ ン が 、 ガ ス 注 入 部 ４ ２ を 通 じ て 注 入 さ れ る 。 シ リ コ ン 基 板 が 、
図 示 し な か っ た ビ ー ム 加 熱 に よ っ て 所 定 の 温 度 に 加 熱 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 約 80nmの 析 出 す べ き シ リ コ ン 窒 化 物 の 層 を 技 術 的 に プ リ セ ッ ト さ れ て い る 厚 さ に よ っ て
調 整 す る 場 合 、 要 求 さ れ る 層 厚 が １ 移 動 サ イ ク ル で 得 ら れ る よ う に 、 キ ャ リ ア 板 の 速 度 が
調 整 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 約 800mm の 被 覆 幅 の 場 合 、 シ リ コ ン 窒 化 物 の 層 の 層 厚 の 不 均 質 性 は 、 ± ２ ％ 未 満 で あ る
。 こ の 場 合 、 連 続 す る 比 較 的 均 質 な 層 厚 に お い て 、 800mm の 大 き い 被 覆 幅 に わ た る シ リ コ
ン 窒 化 物 の 層 の 屈 折 率 も 、 ± １ ％ の 許 容 範 囲 内 に あ る こ と が 好 ま し い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ５ ３ 】
【 図 １ 】 ２ つ の 部 分 プ ラ ズ マ ・ チ ャ ン バ １ ， ２ を 示 す 。
【 図 ２ 】 ２ つ の プ ラ ズ マ 放 電 開 口 部 ２ ７ ， ２ ８ を 有 す る Ｅ Ｃ Ｒ プ ラ ズ マ 源 を 示 す 。
【 図 ３ 】 １ つ の プ ラ ズ マ 放 電 開 口 部 １ ８ を 有 す る Ｅ Ｃ Ｒ プ ラ ズ マ 源 を 示 す 。
【 図 ４ ａ 】 実 施 の 形 態 Ｉ Ｖ の 一 部 を 成 す 、 実 施 の 形 態 Ｉ Ｉ に 類 似 の Ｅ Ｃ Ｒ プ ラ ズ マ 源 の 構
造 の 断 面 を 示 す 。
【 図 ４ ｂ 】 Ｅ Ｃ Ｒ プ ラ ズ マ 源 の 投 影 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ５ ４ 】
１ 　 　 部 分 プ ラ ズ マ ・ チ ャ ン バ
２ 　 　 部 分 プ ラ ズ マ ・ チ ャ ン バ
３ 　 　 分 波 器
４ 　 　 分 波 器
５ 　 　 部 分 プ ラ ズ マ 放 電 開 口 部
６ 　 　 部 分 プ ラ ズ マ 放 電 開 口 部
７ 　 　 ラ ジ ア ル 線
８ 　 　 ラ ジ ア ル 線
９ 　 　 プ ラ ズ マ 放 電 開 口 部
１ ０ 　 多 重 極 磁 場 装 置
１ １ 　 多 重 極 磁 場 装 置
１ ２ 　 多 重 極 磁 場 装 置
１ ３ 　 部 分 プ ラ ズ マ ・ チ ャ ン バ
１ ４ 　 部 分 プ ラ ズ マ ・ チ ャ ン バ
１ ５ 　 多 重 極 磁 場 装 置
１ ６ 　 延 長 部
１ ７ 　 部 分 プ ラ ズ マ 放 電 開 口 部
１ ８ 　 プ ラ ズ マ 放 電 開 口 部
１ ９ 　 ラ ジ ア ル 線
２ ０ 　 ラ ジ ア ル 線
２ １ 　 部 分 プ ラ ズ マ ・ チ ャ ン バ
２ ２ 　 部 分 プ ラ ズ マ ・ チ ャ ン バ
２ ３ 　 部 分 プ ラ ズ マ 放 電 開 口 部
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２ ４ 　 部 分 プ ラ ズ マ 放 電 開 口 部
２ ５ 　 ラ ジ ア ル 線
２ ６ 　 ラ ジ ア ル 線
２ ７ 　 プ ラ ズ マ 放 電 開 口 部
２ ８ 　 プ ラ ズ マ 放 電 開 口 部
２ ９ 　 多 重 極 磁 場 装 置
３ ０ 　 プ ラ ズ マ 放 電 開 口 部
３ １ 　 金 属 板
３ ２ 　 部 分 プ ラ ズ マ ・ チ ャ ン バ
３ ３ 　 部 分 プ ラ ズ マ ・ チ ャ ン バ
３ ４ 　 部 分 プ ラ ズ マ 放 電 開 口 部
３ ５ 　 部 分 プ ラ ズ マ 放 電 開 口 部
３ ６ 　 ガ イ ド 板
３ ７ 　 ガ イ ド 板
３ ８ 　 多 重 極 磁 場 装 置
３ ９ 　 多 重 極 磁 場 装 置
４ ０ 　 接 続 点
４ １ 　 ガ ス 注 入 部
４ ２ 　 ガ ス 注 入 部

10

【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ ａ 】
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【 図 ４ ｂ 】
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【 国 際 調 査 報 告 】
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